
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ～まとめの３学期を大切に～ 

「１０年に一度」「横綱級」「今冬一番」の寒波

の影響で大変寒い日が続き，三村小でも先日，初

雪・初積雪を記録しました。そんな中でも子ども

達は毎日元気に登校しています。 

さて，早いもので３学期がスタートして３週

間が過ぎようとしています。今のところインフ

ルエンザやコロナの流行もなく，どの学級を見

ても授業中は落ち着いて学習に取り組み，また

休み時間などは元気いっぱい友だちと活動して，

メリハリのある学校生活を送っています。 

ご存知の通り，３学期の３ヶ月はとても短く，

１月は「行く」，２月は「逃げる」，３月は「去る」

とよく言われます。この言葉通り，いよいよ来週

からは２月となります。学校では今年度のまと

めの時期へと入っていきます。一年間の歩みと

成長を振り返り，あたたかく希望に満ちた「春」

が迎えられるように，児童と職員一丸となって

残りの３学期を取り組んでいきたいと思います。

保護者の皆様，地域の皆様にも，これまで通りの

ご理解･ご協力，子ども達への励ましをよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

1 月１８日（水）に，５・６年生のスキー教室

をサンメドウズ清里スキー場で行いました。学

校から 1 時間弱で白銀の世界。当日は絶好のス

キー日和でした。インストラクターの指導の下，

楽しく充実したスキー教室を一人のけが人もな

く安全に行うことができました。「リフトに乗れ 

 

 

 

 

 

 

 

て楽しかった」「滑れるようになってうれしかっ

た」と多くの児童が感想を持ち，スキーの楽しさ

を十分味わうことができました。また，友だちと

一緒に滑ることで楽しさも倍増したことと思い

ます。ご家庭でのご協力，ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７日の朝「三村の時間」を使って，３学期の

代表委員に認証状を渡しました。ふれあいホール

には，３年生以上の各クラスから選ばれた代表委

員３２名が並び，他の子ども達は教室からその様

子をリモートで見る形をとりました。集まった代

表委員はやや緊張しながらも，どの子もやる気に

満ちた表情をしていました。３学期は短い学期で

すが，大事な児童会行事「ありがとうの会」も控

えています。代表委員を中心

に，クラスで協力し，実りあ

る充実した生活を送っても

らいたいと思います。 
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１６日に３年生がク

ラブ活動の見学をし

ました。本校では，４

年生以上がクラブに

入ることができます。

年間 7 回ですが，自分で好きなクラブを選んで

入ることができます。今年度は，「ソフトドッジ

ボール」「屋外スポーツ」「室内ゲーム」「ミニバ

ス」「バドミントン」「卓球」「イラスト」「手芸・

ペーパークラフト」「折り紙」の全部で９つのク

ラブがあります。活動場所や用具の関係で人数

の制限があり，全員が第 1 希望のクラブに入れ

るわけではありませんが，今から楽しみですね。 

 

 

 

先日，理科室

の窓際に苗木

が置かれてい

るのに気がつ

きました。よく見ると，そこには「クロアゲハ

の食料を育てています。」と張り紙があります。

聞いてみると，３年生の理科を担当している神

宮司先生が，７月の給食で出た甘夏の種を鉢に

蒔いて，クロアゲハのために育てているという

ことでした。なるほど３年生の授業で使うんだ

と感心したのですが，気になったのは，このま

ま大きく育てられれば実がなるのかなというこ

とです。調べてみると，甘夏は苗木を植えてか

ら，なんと４年～５年もかかって実がなるそう

です。そこで思い浮かぶのが「桃栗三年柿八年」

という言葉ですが，そういえば続きがあったな

あと思って調べてみました。調べてみるとその

フレーズは多様で色々な文言が続いています。

果物の種類も，柚子，梨，梅等がありました。

有名なものをいくつか挙げてみます。 

「柚子は九年でなりかかる」「梨の大馬鹿十三年」

「梅は酸いとて十三年」等々。 

これらは，時代によって変化してきており，地

域によっても違う形で語り継がれてきたようで

す。そのため，『桃栗三年柿八年』という出だしは

有名で，かつ共通していますが，続きにはさまざ

まな文言があるということらしいです。山梨県で

は，どんなフレーズがあった

のか，この辺（中央市や玉穂

地区）ではどんな風に言われ

ていたのか，ちょっと知りた

くなりました。 

ちなみに，『桃栗三年柿八年』は単に実を付ける

年月を表すものではなく，「何事も良い結果が出

るまでには，それなりの時間がかかる」という意

味を持っています。そのため，目標に対して努力

しているとき，すぐに目に見える結果が出ないか

らと諦めそうになった人を励ます意味合いで使

われることもあります。（今の子ども達に使って

もピンとこないかもしれませんが…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定 

１月 30 日（月）玉穂中入学説明会 

31 日（火）３年社会科見学 

2 月 10 日（金）児童総会         

15 日（水）５・６年授業参観 P学年集会 

17 日（金）１・２年授業参観 P学年集会 

20 日（月）中央市教育の日(まごころの日) 

22 日（水）３・４年授業参観 P学年集会 

24 日（金）ありがとうデー 

（中休み 縦割り班遊び） 

27 日（月）地区別集会，新登校班集団下校 

３月 １日（水）ありがとうの会 

３日（金）第３回 PTA 運営委員会 

17 日（金）第145 回卒業式 

23 日（木）給食終了 

24 日（金）修了式 離任式 

27 日（月）～学年末休業日 

※学年行事等の詳しい内容については，各学年

だよりでご確認ください。 


